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開会挨拶　笹川陽平　（日本財団会長）

来賓挨拶　濵谷弘樹　（厚生労働省 子ども家庭局長）

基調講演１
「特別養子縁組で得た幸せ」

瀬奈じゅん （元宝塚歌劇団・養親当事者）

基調講演２
「真に子どもを大事にする国を目指して」

塩崎恭久　（衆議院議員・前厚生労働省大臣）

パネルディスカッション 
パネリスト
奥山眞紀子 （国立成育医療研究センターこころの診療部統括部長・日本虐待防止学会理事長）
藤林武史 （精神科医師・福岡市こども総合相談センター所長）
中村みどり （CVV副代表・NPO法人キーアセットソーシャルワーカー）
高橋恵里子 （日本財団公益事業部国内事業開発チーム チームリーダー）

コーディネーター
猪熊律子 （読売新聞東京本社編集委員）
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するなど、啓発活動を続けていますが、今後も本
日お集まりの皆さまのご協力をいただきながら取
り組んでまいりたいと思います。
「生活に満足している」という方々が 70％を超

えているのは世界で日本だけです。なのに、4 万
5,000人を超える社会的養護の子どもがいる現実。
自分の子どもだけが幸せならばよいのではなく「子
どもは社会の宝」という共通認識が必要です。

施設で育った方は、高校を卒業して 18 歳にな
ると社会に出されます。こうした方の中には社会
になじめない方も少なくありません。

日本財団は児童養護施設ご出身の方々の大学入
学奨学金制度も実施していますが、奨学生はどの
方も一般の奨学金制度を受ける方々と比べて、は
るかにしっかりした考えをお持ちです。みなさん
目を輝かせて、「社会に恩返しがしたい」とおっしゃ
います。とはいえ、それは一部の方で、ほとんど
の方にとっては厳しい現状があります。明るい未
来に向かう、新しい日本づくりのなかで、施設で
暮らす子どもの数を限りなくゼロに近づけていく
ために、私たちはお互い協力していく必要がある
のです。

この問題に長年力を尽くしてこられた施設運営
や職員の方々は、施設から家庭へという法改正後
の明確なビジョンに戸惑いもおありかと思います。

私は世界のハンセン病をなくすため、40 年もの
間、世界中を飛び回っております。皆さまもハン
セン病の父と呼ばれるインドのガンジー氏をご存
知かと思います。ガンジー氏は、ハンセン病の病
院が設立されたお祝いの席に招かれたとき、「ハン
セン病の病院ができても行かない。病気がなくな
り、その病院が閉鎖するときに、お祝いに行きたい」
とおっしゃいました。たいへん意義深い言葉です。

社会的養護のお子さんを養育するための施設は
必要です。しかし、そうした大規模の入所型施設
があり続けるということは決していいことではな
い。児童養護施設が存在することが目的化してし

本日は関係者の皆さまのご協力によって本シン
ポジウム開催の運びとなりました。ご出席の皆さ
まに厚く御礼を申し上げます。

2016 年（平成 28 年）の児童福祉法の改正に
より、社会的養護は施設養育から家庭養育へと大
きく転換をいたしました。この画期的な法改正は、
本日ご講演いただく塩崎前厚労大臣のご努力なく
しては成しえなかったものと認識いたしておりま
す。

日本財団は、貧困家庭の子どもたちへの教育、
第三の居場所づくりなど、子どもに関するさまざ
まな問題解決にご協力いたしております。難病の
子どもたちのレスパイト施設を全国に設置する運
動、手話を言語として認めていただく法律改正の
運動。また、例えば耳の聞こえない方々が運営す
る花屋やレストランなど、企業の中で障害をお持
ちの方が自立して働くことができる場づくり。福
祉の社会から一歩外に出て、企業の中で働く場が
できる取り組みに、現在全国各地からご要望を受
けております。

障害をお持ちの方が、社会の中で共に働くこと
は、2020 年のオリンピックのレガシーでもある

「インクルーシブな社会」にも通じます。「障害者」
という言葉も使わないような社会に変えていこう、
これが日本財団の考えでございます。

さて、子どもの養育問題についてはすでに 50
年前から里親制度の支援を実施してきております。
私たちの力不足で、決して順調ではございません
し、子どもの養子縁組も先進国諸国やお隣の韓国
に比較しても後れをとっております。

特別養子縁組については、日本では生みの親の
親権が強過ぎるともいわれます。また、「施設には
預けっぱなしだけれど養子縁組は同意しない」と
いう方もおられます。アメリカなどの場合は、こ
のようなケースでは親権を取り上げることもある
そうですが、日本でもこうした改正が必要かと思
います。日本財団では４月４日を「養子の日」と

開会挨拶

「子どもは社会の宝」
笹川陽平　日本財団会長
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いう大きな視点の転換がなされました。
また、社会的養護が必要なお子さんについては、

家庭の養育環境と同様の養育環境において継続的
に養育される。それが適当でない場合でも、でき
る限り良好な家庭的環境で養育されるよう、必要
な措置を講ずることといたしました。

さらに、昨年の８月には、改正児童福祉法の理
念を具体化するための「新しい社会的養育ビジョ
ン」が、後ほどご登壇される奥山先生、藤林先生
にもご参加いただいた検討会において取りまとめ
られました。

これらを受け、この改正児童福祉法の理念のも
と、新しい社会的養育ビジョンで掲げられた取り
組みを通じて、「家庭養育優先原則」を徹底し、「子
どもの最善の利益」を実現していくため、７月６
日に各都道府県に対し、都道府県社会的養育推進
計画の策定をお願いしたところでございます。

また、目黒区で起きた事件のような、子どもが
亡くなる痛ましい虐待事件が繰り返されないため、
7 月 20 日には、児童相談所間における情報共有

本日は、親子支援、里親、特別養子縁組など、
社会的養育をテーマに、行政、民間、ご関心をお
持ちの方々などがお集まりいただいているとお聞
きしております。このような機会を設けていただ
いた日本財団におかれましては、これまでも「ハッ
ピーゆりかごプロジェクト」など、子どもの家庭
養育を推進するための取り組みを展開していただ
いております。改めて心から御礼申し上げますと
ともに、深く敬意を表する次第です。

　さて、児童相談所の児童虐待相談対応件数は
年々増加しております。直近の平成 29 年度は 13
万件を超えており、子どもや家庭を廻る問題は、
多様化・複雑化しています。このような中で、児
童虐待に関する一連の対策を強化するために、後
ほどご登壇されます塩崎前厚生労働大臣のもとで、
平成 28 年、29 年、２年続けて児童福祉法の改正
を行いました。

28 年の改正児童福祉法では、昭和 22 年の制
定時から見直されてこなかった理念規定を改正し、

「子どもが権利の主体であることを位置づける」と

まうようなことは、あってはいけないことです。
長年ご努力いただいた施設の役割は変容し、里

親制度あるいは養子縁組のコーディネーター、メ
ンターや相談相手になってくださるような機能転
換が必要ではないかと思います。

特別養子縁組あるいは里親制度で子どもたちに
愛情あふれる生活環境を与えてあげるということ
は、私たちの共有の我々一人ひとりに与えられた
課題ではないでしょうか。

ご出席の皆さまが、本日のすばらしいディスカッ
ションを周囲の方にもお伝えいただき、この 4 万
5,000 人の子どもたちが家庭の中で愛情あふれる
生活ができ、心豊かな日本人の一人として成長す
るように、ご一緒に努力していこうではありませ
んか。本日はほんとうにありがとうございました。

来賓挨拶

 「社会的養育の推進に全力で取り組む」
厚生労働省 子ども家庭局長 濵谷 浩樹
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宝塚での日々に邁進してきた半生
私は昨年夏に、特別養子縁組により、生後間も

ない我が子を授かりました。我が子が今、家族と
いうものを知らずに施設で育っていたかと思うと、
ほんとうに胸が締めつけられるような思いです。

申しおくれましたが、私は元宝塚歌劇団月組の
瀬奈じゅんでございます。本日はこのような機会
を与えていただきましたので、私が経験した、特
別養子縁組までの道のり、そして我が子を迎えて
からの思いをお話しいたします。

私は 16 歳で宝塚音楽学校に入学いたしました。
そのとき、両親の年齢は今の私と同じ 44 歳でし
たが、その年齢で子どもを大阪でひとり暮らしを
させるということは、勇気が必要だったことでしょ
う。決して裕福ではありませんでしたが、たくさ
んの愛情をもって育ててもらいました。ほんとう
に両親に感謝しております。

そんな私は、16 歳から 34 歳まで約 20 年、宝
塚でがんばってまいりました。トップスターにな
りたいという夢を持ち、約 20 年間邁進してまいり
ました。そして、その夢が叶い、34 歳のときに宝
塚歌劇団を退団いたしました。現在は舞台を中心

『みなさんは、「本当の『平和』とは？」と質問
されたら、何と答えますか。「戦争や紛争などがな
いこと」ですか？それとも「自分自身の幸せのこと」
ですか？一人ひとりの抱く「平和」のイメージは
違うことでしょう。僕の思う本当の「平和」。それは、

「家族」がいて「家庭」があることだと思います。』

これは平成 22 年に全国中学生人権作文コンテ
ストにおいて法務大臣政務官賞を受賞した作文の
冒頭部分です。１歳から施設で育った彼は、家族
や家庭に強い憧れを抱いていました。その憧れは
次第に母親への恨みへと変わっていったそうです。

そんな彼に感謝の気持ちを芽生えさせたのは小
学校５年生の夏のころの里親との出会いです。そ
こから自分を支えてくれた全ての人たちに感謝の
気持ちを持つようになり、母親への恨みも、命を
与えてくれたことへの感謝に変わっていったそう
です。この、「家族とは何か」と題されたスピーチ
を読んで、改めて教えられたように思います。こ
の世に生を受けた全ての命に、家族、家庭が必要
なことを。

成に向けまして最大限、努力してまいります。
このように、政府においても虐待防止対策、社

会的養育の推進に向けて全力で取り組んでいると
ころです。ご出席の皆さまも、本シンポジウムを
受けまして、それぞれのお立場から、引き続き社
会的養育の推進に向けて、支援、取り組みの展開
をお願い申し上げます。

最後になりますが、本シンポジウムの開催に当
たりまして多大なるご尽力をいただきました関係
者の皆さま方に厚く御礼申し上げますとともに、
本日ご出席の皆さま方のますますのご健勝、ご発
展、本シンポジウムのご成功を祈念いたします。

の徹底、児童相談所・市町村の職員体制・専門性
の強化、保護された子どもの受け皿の充実・強化
等を内容とする「児童虐待防止対策の強化に向け
た緊急総合対策」を決定し、関係府省が一丸となっ
て対策に取り組むこととしております。

特別養子縁組制度については、利用促進のため
に、厚生労働省では昨年６月の有識者による検討
会において、対象年齢の引き上げなどの提言を取
りまとめました。これらを受け、法務省において
制度改正に向けた検討が進められております。

さらに、来年度に向けた予算の概算要求におい
ても児童虐待防止対策、社会的養育の迅速かつ強
力な推進に向けた施策を盛り込み、年末の予算編

基調講演１

「特別養子縁組で得た幸せ」
瀬奈じゅん　元宝塚歌劇団・養親当事者　
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て、そのまま半年が過ぎました。
でも、その間にも私の心は病んでいき、家族や

友人の支えがなかったらどうなっていたかと思う
ぐらい、切羽詰まっていました。体外受精専門の
病院に変えましたが、朝の受付には 100 人ほど
の方々が列をなしています。待合室には三百人、
四百人もの方々がお待ちです。私はその中に入っ
て思いました。「果たしてこの中で何人の人が自分
の子どもを腕に抱くことができるのだろうか」と。
私よりもかなり年上であろう方もいらっしゃいま
す。診察室から泣きながら出てこられる方、もし
かしたら喜ばしいことがあっても、ここでは大っ
ぴらに喜べないと遠慮している方もいらっしゃっ
たかもしれません。この中で、私はその一握りの
妊娠できる人に入れるのだろうか。

心が疲れて正しい判断ができなくなっている私
は、「もう少しがんばればできるかもしれない」「い
や、もう無理かもしれない」と、１時間ごとに、
30 分ごとに、10 分ごと感情が揺れ動く。体外受
精の最中には、妊娠しているかどうか、何度も妊
娠検査薬の棒を使って調べます。１日に６本、７
本と使ったこともありました。妊娠検査薬の線が
うっすら出ると「ああ、着床した」その線が薄く
なると「もうだめかもしれない」。そのような生活
が、２年半続きました。

もっとたくさんがんばっていらっしゃる方もい
ると思います。でも、私はもう限界でした。そして、
その２年半の中で、１年ぐらいがたったときに、も
うだめかもしれないなと思ったときに、夫の特別
養子縁組の話のことを思い出しました。

私は夫のことをとても信頼しておりました。間
違ったことを言う人ではないと。私自身も特別養
子縁組について調べようと思い、インターネット
や本やテレビなどで調べ始めました。

にお仕事をさせていただいております。
宝塚時代は結婚願望もなく、子どもが欲しいと

思ったことも一度もない、そんな 34 歳でしたが、
夫と出会い、38 歳のときに結婚いたしました。そ
のとき私は初めて「この人の子どもが欲しい」と
思うようになりました。

でもその年齢では、いわゆる高齢出産。私はそ
れまで宝塚で、退団後も舞台人としてのキャリア
を積むためにがんばっていました。そのキャリア
を捨てて子どもをという気になかなかなれず……。
遅くなってしまいましたが、40 歳のときに真剣に
子どもを持つことを考え始めました。

私はそれまで宝塚以外のことは知りませんでし
た。ですから、ほんとうに無知だったと思います
が、40 歳でも自然妊娠ができるものだと思ってい
ました。とにかくまず病院にいこうということにな
り、診察を受けました。私は卵巣嚢腫という病気
で手術の経験があったので、できにくいかもしれ
ないとは思っていましたが、医師と相談した結果、
やはり不妊治療をすることになりました。　

私は合計７回の体外受精をいたしました。２年
半にわたって治療を続け、体外受精を繰り返し、
その間、ホルモン治療を続けました。薬を毎日飲
み続け、注射もする。ふだんから薬をあまり飲ま
ないので、やはり私の体に合いませんでした。む
くむ、肌が荒れる、ホルモンのバランスの乱れか
ら精神状態も不安定になります。そして、毎晩、
髪を洗うと、大量の髪の毛が抜ける。外に出たく
ない。人に会いたくない。そんな毎日でした。い
ま思いだそうとしても、あまり思い出せないほど
のつらい日々でした。

治療をあきらめきれなかった
夫は、そんな私を見るに見かねたのだと思いま

す。彼はチャイルドマインダーという育児の資格
を持ち、勉強しておりましたので、特別養子縁組
のことを知っていました。

治療を始めて半年ぐらいたったころ、私に「血
のつながりがなくても家族はできるよ」という話
をしてくれました。でも、そのときの私は、とに
かく治療の真っ只中でしたから、言葉にはしませ
んでしたが、「何を言っているの。あなたの子ども
が欲しいからがんばっているのよ」という思いが
強く、「ありがとう、じゃあ考えてみる」とだけ言っ



7

私はそのときにはっきりと「次で不妊治療はも
うやめにしよう」と決意しました。このとき特別
養子縁組という制度を知らなかったら、もしかし
たらやめられなかったかもしれません。そのこと
に関してはほんとうに夫に感謝しています。

親と子の双方が願う「幸せな家庭」
特別養子縁組をすると決めても、とても勇気が

要ることです。今のホルモン剤まみれの精神状態
不安定な私に正しい判断ができるか不安でしたの
で、不妊治療をやめてから１年間考えました。

でも、考えても、考えても答えは出ないのです。
特別養子縁組に取り組んでみないとわからないこ
ともいっぱいあります。

私は家族が欲しい。温かい家庭を必要とする子
どもがいて、そして親になりたい、子どもを育て
たいと思う人間がいる。その双方が一緒に生活し
て幸せな家庭を築けるならば、それはすてきなこ
となのではないかと思うようになりました。

特別養子縁組をされた方のブログなども拝見し
て、たくさん勇気もいただきました。そして私た
ちは特別養子縁組をしようという決意を固め、民
間団体に電話をいたしました。

申し込みから赤ちゃんを迎えるまで
ここからは、団体への申し込みから審判確定ま

での道のりを、順を追ってお話しさせていただき
ます。特別養子縁組をする決意を固めた私たちは、
改めて支援団体を探しました。最初に話を聞きに
行った団体とはまた別のストークサポートという
団体に電話をして相談したところ、とても誠実で
信頼できるご対応をしていただきましたので、お
世話になることにしました。

支援団体によって縁組までの流れに多少違いが
あると思いますが、ストークサポートの場合は、
説明会に参加する前に、郵送で送られてきた質問

当事者の声を聞くセミナーにも参加
調べてみて驚いたのは、ものすごい数の子ども

たちが施設で暮らしていることです。そして、も
のすごい数の虐待の件数。ほんとうに日本は後れ
ているのだということがわかりました。

私は、自分で調べるだけではなく、当事者の声
が聞きたいと思いまして、民間団体のセミナーに
参加いたしました。夫と２人で参加した会では、
民間団体の方、そして特別養子縁組をされた２組
の親子の方がお話しくださり、学んだり、夫婦で
の心理テストのようなものを受けたり、当事者の
親子とも触れあいの時間をいただきました。

驚いたのは、血はつながっていないはずなのに、
その親子がそっくりなのです。やはり、同じ食べ
物を食べ、同じように笑顔を交わし生活している
と、ほんとうに似てくるものなのですね。

そして、実は今、我が子を見るにつけ私たちに
そっくりであることに、驚いている次第です。

特別養子縁組を決意したとき
養子縁組団体のセミナーに参加しながらも、ま

だ諦め切れなかった私は、そこから１年ほど治療
を続けます。でも、その間にも体はすり減り、そ
して、経済的にもすり減っていきました。舞台の
仕事は、途中で「妊娠しました、降板します」と
いう無責任なことはできないので、きっちり仕事
を終わらせ、お休みしてからいわゆる妊活に挑む
つもりで、仕事の予定は入れておりませんでした。
貯金はありました。しかしそれも、体外受精を重
ねるごとにどんどん減っていきます。

私はだんだん、子どもを育てることがスタート
であるはずなのに、いつの間にか子どもができる
ことがゴールになっているような気がいたしまし
た。このまま健康も貯金もすり減らし、いざ授かっ
たときに育てられない状況になってしまっては、
本末転倒です。健康も金銭的にもすり減る前にや
めなければ。でも、やめられませんでした。

そんなときに、私の昔からの友人が妊娠しまし
た。私は、彼女も懸命に不妊治療をしていたのを
知っていたので、「ほんとうにおめでとう！よかっ
た」と、心から思えました。と同時に、私はこの
まま不妊治療を続けていたら、大切な人の幸せに
対して「おめでとう」と言えなくなるのではない
かという恐怖が芽生えました。
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名前をたくさん考えました。
この幸せなご縁に、希望で胸がいっぱいになり

ましたが、私たちに託されたということは、赤ちゃ
んにとっては生みの母親と離れるということ。そ
う思うと、手放しで喜ぶことはできませんでした。
でも、だからこそ、私たちのもとに託されたこの
命を大切に無限の愛を持って育てていこうと強く
決意いたしました。

このような新しく生まれてくる感情と向き合い
ながら、慌ただしくもとても幸せな気持ちで１カ
月ほどが過ぎたころ、待ちに待った誕生の知らせ
が届きました。生まれてすぐ実母さんと離れ離れ
になってしまうという。そんな大きな運命を背負っ
て生まれてきた赤ちゃんを私たちが守っていこう
と決心しました。

生後５日に、私と夫と母とで病院に迎えに行き
ました。その朝、民間団体の方から電話が来まし
て「赤ちゃんはミルクを飲むのが下手だからレク
チャーしたいので、30 分ほど時間をください」と
のことで、少し早めに行くことになりました。

病院では感激の対面を果たし、さっそく抱っこ
してミルクをあげることに。でもミルクを飲むの
は下手らしい……。「ではお母さん、ミルクをあげ
てみてください」と言われて、「ああ、お母さんと
呼ばれた…」と感激しながらミルクをあげました。

そうしたら、何のためらいもなく、私の手から
ごくごく飲み始めたのです。何のレクチャーも要
らずに、ほんとうに、すんなりと。

その様子を見ていた看護師さんたちは皆さん涙
を流され、私も泣きながらミルクをあげました。
私の母も号泣しておりました。看護師さんの「お
母さんを待っていたんだね」という言葉に胸が震
えました。

裁判所から審判確定の通知が届く
赤ちゃんを連れて帰った翌日には区役所へ行き、

書類を書き上げ送信します。これが書類審査とな
ります。質問は夫婦それぞれの家族構成、幼少期
の家庭環境、生活の様子から現在の仕事、収入、
資産、現在の生活環境、親兄弟の理解、性別や病
気の有無などの選択はできないことへの承諾、縁
組を希望する経緯など、多岐に渡りました。

すべて大切なことですが、特に「親兄弟の理解」
という点については、もし私たちに何かがあった
場合、私の兄や両親に頼らざるを得なくなるわけ
です。養子縁組は夫婦だけの問題ではないので、
いろいろ問題が発生することもあるかもしれませ
ん。ですから、私たちも勇気を持って両親や兄弟
に話をしました。ありがたいことに、夫の両親も
私の両親も、「親になれるならなったほうがいい」
と背中を後押ししてくれました。

この書類の質問に一つひとつ答えていくことで、
改めて特別養子縁組と向き合うことができたと思
います。

その後、説明会、環境調査を経て「待機」。団体
から「赤ちゃんが来ます」という連絡を待ってい
る段階へと進みます。この待機状態は人によって
さまざまで、１カ月、半年先なのか１年先なのか
は分かりません。私たちの場合は、待機になって
約半年で団体の方からご連絡が来ました。

この待機期間は私たちにとっては妊娠期間だっ
たと捉えています。私の友人の話を聞くと、女性
は自分の体の中で赤ちゃんが育ち、母親になる自
覚が生まれてくるけど、男性は生まれてから父親
の自覚が芽生えたという話をよく聞きます。

そう思うと、私と夫は同じ温度で同じ思いで “ 妊
娠期間 ” を過ごせて、その間に夫婦のきずなも深
まり、同じ気持ちで同じ方向に歩いていけたのは、
すごく良かったと思います。

初めてミルクをあげた感激の対面
そして、待機に入って約半年後、団体から、間

もなく生まれてくる赤ちゃんがいるという連絡が
入りました。翌日までに夫婦で話し合い、ご返事
をくださいとのことでした。もう、迷う気持ちは一
切ありません。翌日、団体に受け入れの意思を伝
えた後、急いで準備を進めました。必要なものを
購入したり、手続などの下調べをしたり。名前を
つけることも実母さんが私たちに託してくださっ
たので、この間に、男の子用の名前と女の子用の
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出生届、住民票登録、国民健康保険、児童手当、
医療証などの手続をしました。実母さんからの委
託証明というものが必要になりますが、ここまで
の手続は、ご自身で出産した場合と変わらないの
ではないでしょうか。

特別養子縁組の場合に必要になってくる手続と
しては、福祉事務所での同居人届です。家庭裁判
所での審判が確定して実子になるまでは、同居人
という扱いになります。その後、児童相談所、民
生委員の訪問があり、そして同居開始から１カ月
を過ぎたら家庭裁判所へ出向き、特別養子縁組の
申し立てを行います。

申し立てが済むと、児童相談所と家庭裁判所の
担当の方の調査訪問が数回。そして支援団体への
毎月の報告。調査といっても、毎回の訪問はとて
も気軽な感じで、みなさん親身に話を聞いてくだ
さり特別プレッシャーはありませんでした。それ
より、子どもと入籍するまでは、家族とごく一部
の友人にしか知らせていないので、我が子のこと
をたくさん話せるとても楽しい時間でした。

このような手続があることを除けば、我が家は
一般的な家庭と何も変わりありません。子ども中
心の生活に幸せを感じながら毎日忙しく暮らして
おりました。そして、生後５日で我が家に迎えて
から約９カ月後、審判確定の通知が届き、法的に
も同居人ではなく家族となりました。

ここまでが、私たち家族が歩んだ申し込みから
審判確定まで約１年３カ月の道のり。振り返れば、
あっという間でした。

後半のパネルディスカッションでは、専門家、
有識者、議員の先生方が児童福祉についてさまざ
まなお話をしてくださることと思います。特別養
子縁組についても、法整備の必要性が叫ばれるな
かで、私たちのような当事者の声が力になるとおっ
しゃっていただき、今回、講演の機会をいただき
ました。ほんとうにありがとうございました。先ほ
ど笹川会長もおっしゃっていたとおり、子どもは

国の宝です。その宝を私たちは全力で守っていき
たいと思っております。

さまざまな愛の形、家族の形
最後に、私たち夫婦が立ち上げた「&family..」

のホームページに掲載している私たちの思いを読
ませていただきます。

「&family..」ホームページ：https://andfamily.jp/

『2017 年初夏、私たち夫婦のもとに、待望の小
さな天使がやってきました。正確には「迎えに行っ
た」が正しいのですが、奇跡とも思えるこのご縁は、
やはり “ やってきた ” と言いたくなります。特別養
子縁組をしようと決意するまでに、１年ほどの時
間をかけて夫婦で話し合い、不安なことも共有し
ながら少しずつ前に進んでいきました。

ですが、生後５日の我が子を腕に抱いた瞬間に、
それまでの不安は希望や覚悟といったものに変わ
りました。この子が私たち夫婦のもとに幸せを運
んできてくれた。そう強く感じました。

私たちが特別養子縁組を公表した際、温かい言
葉をたくさんいただきました。「すばらしい決断、
とてもよいことをしましたね」など、特別養子縁
組についてご存じの方は、子どものための制度だ
ということを理解して、このような言葉をくださっ
たのだと思います。

特別養子縁組の理念である、家庭を必要として
いる子どものために安定した家庭環境を提供する
ということを考えると、すばらしい決断なのかも
しれません。しかし、私たち「&family..」の願い
は、すばらしい、よいことと捉えられるのではなく、
さまざまな愛の形、家族の形が、当たり前に受け
入れられることなのです。そのために、まず特別
養子縁組制度について多くの方に正しく知ってい
ただけるような活動を始めていきたいと思ってい
ます。特別養子縁組は決して隠さなければならな
いようなことではありません。これから特別養子
縁組を考える方へのエールにもなれば幸いに思い
ます。一歩踏み出すのに必要なことは、勇気だけ
ではなく、正しい知識、情報ではないでしょうか。
現在、特別養子縁組の啓蒙活動をさまざまな形で
行っている方々はたくさんいらっしゃいますが、
私たち「&family..」もその一端を担っていきたいと、
強くそう思っております。』
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せんでした。衝撃的だったのは、当時の施設の子
どもの半分は、自分の親からの虐待で行き場がな
くて施設にいる、という話でした。　

改正前の児童福祉法は昭和 22 年にできたもの
です。道にあふれるほどの戦争孤児たちを収容す
るために作られたのが児童養護施設の始まりであ
り、それが最初の児童福祉法の発想でした。

やがて時代は変わり、戦争孤児を保護する必要
はなくなりますが、その一方で家庭のあり方が変
容し、「児童養護施設には親に虐待された子どもた
ちが多く入所している」という時代になりました。

つまり、社会的養護は子どもに限る問題ではな
く、今も昔も社会の問題そのものである、という
ことです。このことを痛感し、私はこの問題によ
り深く取り組むようになりました。

厚生労働大臣になった当初は、社会的養護につ
いて主に施設の皆さま方からお話を聞いていまし
た。しかし、改めて社会的養育は誰のためにある
のかといえば、それは施設のためにあるのではな
く、子どもたちのためにあるべきであり、子ども
たちのニーズに合った形で運営されていかなけれ
ばならない、ということに気がつき始めました。

こうしたことから、厚生労働大臣になって、児
童福祉法改正を２年連続、全会一致で実現すると
いうことに至ったわけでございます。

長く続いた施設中心の養育
私が会長を務める自民党の「児童の養護と未来

を考える議員連盟」での決議を書面にしたものが
お手元の資料にございます。社会的養育の予算を
獲得するための基本的な考え方を整理しておりま
す。この資料に基づいて、戦後日本の社会的養育
がどのようなものであったかといえば、長らく施
設中心であったことが一番の特徴であろうと思い
ます。このことは、国際社会から度々批判されて
きました。

一番問題だと思うのは、施設偏重のことも含め

本日は笹川会長をはじめ、日本財団の主催、読
売新聞の共催、また関係する方々のご努力でシン
ポジウムが開催され、多くの方にお集まりいただ
きました。お招きいただき感謝を申し上げます。

先ほどの瀬奈さんの感動的なお話をお聞きし、
特別養子縁組についても力を入れるべく、来年の
通常国会には特別養子縁組制度の見直し法案が提
出されることを期待していますが、これは厚生労
働省ではなくて法務省所管です。法務省での審議
は時間を要することが多いので、私からも必ず来
年の通常国会に出してほしいと申し上げました。
現状の年齢制限が６歳未満であることや、子ども
を受け入れる側の負担が多いなど、いろいろな課
題を議論していただいています。

本日は５つの話をいたします。１つ目は、日本の
社会的養育の特徴。２つ目は、平成 28 年､ 平成
29 年の２年連続、全会一致で実現した児童福祉
法改正の意味合い。３つ目は「新しい社会的養育
ビジョン」で何が一番問題になったのか。４つ目は、
法改正と新ビジョンを受けて、どのように都道府
県計画を変えていくのか。これについては策定要
領が出ましたが、それまでの紆余曲折で何が問題
になったのか。そして５つ目に目黒区での悲惨な
虐待死事件を受けて、児童相談所の改革など子ど
もと家庭のために何をすべきなのかということに
ついてお話しいたします。

なぜ社会的養育に取り組んでいるのか
その前に、なぜ私が社会的養育に取り組んでい

るかということについて。私は日銀出身で愛媛選
挙区の国会議員、安倍首相と共に初当選を果たし
てから25 年です。平成10 年ごろに NAIS の会（根
本匠氏（N）、安倍晋三氏（A）、石原伸晃氏（I）、
塩崎氏（S））というメンバーの頭文字から名付け
た政策研究グループで、児童養護施設についての
勉強会をするようになりました。

それまで私は児童養護施設について深く知りま

基調講演２

「真に子どもを大事にする国を目指して」
塩崎恭久    衆議院議員・前厚生労働大臣
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愛知県（名古屋市を除く）は以前から特別養子
縁組に熱心ですが、愛知に視察にうかがったとき、
社会福祉士の矢満田篤二さんが特別養子縁組ご家
族に親子を何組か招いてくださり、お会いできま
した。ほんとうに普通の親子と全く何も変わらな
いご様子がわかりました。

施設内における虐待問題
さらに、施設では子ども同士の施設における暴

力や性暴力が横行していることも明らかになりま
した。三重県についての新聞報道がありましたが、
これは三重県だけではなく、至るところで起きて
いる問題です。

私も初めは驚きました。子ども同士の性暴力は、
施設内の子ども同士の支配関係を明確にする目的
があるそうです。ある施設の調査では、35 人中
33 人までが性暴力のネットワークに入っていまし
た。非常に重い問題です。

もう一つ、先ほど濵谷局長より虐待相談対応件
数が増加し、13 万件を超えたという話がありまし
たが、実は保護されている子どもの数は、約 4 万
5,000 人と、ほぼ一定の人数で推移しているのです。

今日お手元に配布した資料の中に、子どもの人口
１万人当たりの保護児童数が示されていますが、ア
メリカ、イギリス、フランスなどの他国では 50 人
以上、100 人ほどが保護されている国もありますが、
日本はなぜか 17 人です。では日本だけとてもいい
社会なのでしょうか。それはあり得ません。

それが何を意味するのか。実は保護しなければ
いけないのに保護されずに放置されているか、目
黒区の事件のように、一旦は一時保護されても家
に戻されて不幸な目に遭ったり、いまも虐待が続
いたりしているかもしれない。こうした子どもが
潜在的に多くいると推測せざるを得ません。

今の日本には、救われるべき子どもが救われて
いないという現実がある。そこで法改正、新ビジョ

て、子どもの立場に立ち、子どもの心の健全な発
達を考慮したうえで「何が問題なのか」という視
点ではなく、大人の論理で物事が構築されてきた
ことです。戦後日本の社会的養育は子ども中心の
考え方を軽視してきたのではないかと思います。

　例えば、医学の児童精神医学の領域は、６年
間の医学教育の中で平均 20 分程度しか教えてい
ないと医師の方から聞いています。厚生労働省の
医系技官という医師の資格を持った方々に「児童
精神医学を勉強したのを覚えていますか」と訊い
たら、全員が「全く覚えていません」との答えで
した。子どもの心の発達などについて、ほとんど
学んでいない医師が多いのです。

　いま話題になっている福井大学の友田明美先
生の本（『子どもの脳を傷つける親たち』）のように、
健全な心の発達を科学的に分析したうえで、虐待
がどのような弊害を子どもにもたらすのかという
視点がなく、「施設に子どもたちを置く」というこ
とがずっと長く続いていました。

諸外国の里親委託率を見ると、オーストラリア
は９割以上、日本はわずか18.3％（2017年3月末）。
人口 10 万人当たりの特別養子縁組の数を比較して
も、ドイツは日本の約 10 倍、イギリスもフランス
もアメリカもさらに多いというという結果です。

また、大きな施設で長期間暮らす子どもが多い
ということも日本の特徴です。最近はユニット制
といって、50 人の定員の施設も、６人ずつの８つ
のユニットに分けて 48 人、というように変わって
きていますが、地域の中の一軒家に６人暮らすの
と、建物の中に６人住んでいるユニットが８つあ
るというのとでは全く異なります。

何年か前に、ランドセルをプレゼントしてくれ
るタイガーマスクが話題になりましたが、その善
意は評価してしかるべきですが、もっといいプレ
ゼントは、子どもが施設に居る前提ではなく、里
親家庭や特別養子縁組で「家族」と同様な養育環
境を提供することではないかと思います。

（ 資 料 ）
各国の「特別養子縁組」人口10万人あたりの件数

（出典・厚生労働省資料より算出）

■ 日　本 ：0.48
■ ドイツ ：4.69

■フランス：6.41
■イギリス：8.44
■アメリカ：38.0
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境」という措置の優先順位を明確にしました。
「できる限り良好な家庭的環境」とは施設を「小

規模かつ地域分散型施設」の家庭的環境にすると
いうことですが、戸建てでもマンションでも、そ
の施設に暮らすのは６人までという原則になりま
した。ただ例外として、養育に困難があるお子さ
んの場合は、特別にケアを手厚くして集合型の施
設となりますが、その際も人数は１ユニット４人ま
での生活単位とし、ユニットも４つまで、１施設
で 16 人くらいまでと小規模化していきます。

日本の施設は子ども４人に対して職員１人とい
う配置です。イギリスは子ども１人に職員２人に
もなるほど子どもよりも職員の数が多く、それだ
け手厚いケアをするしくみになっています。

他には、市町村の役割も明確にし、常勤の弁護士、
医師の配置も定められました。これらの専門職が
児童相談所にいるといないでは大きな違いです。

また、今回の改正に至るまでに明らかになった
のは、児童相談所の不足です。現在は全国に 211
カ所ありますが、これは人口 60 万人の地域に１つ
の割合です。一方、イギリスは約 37 万人に１つ
の割合。同じような割合にするなら、日本も 400
カ所程度まで増やす必要があります。少なくとも
中核市と、特別区である東京 23 区には児童相談
所を作らなくてはならないことになります。

平成 29 年の改正では家庭裁判所の関与を強め
ましたので、資料をごらんいただければと思います。

新ビジョンの争点となった数値目標
法律は改正しましたが、その法律をどのように

実行、実現していくのか、ということをまとめて
いるのが「新しい社会的養育ビジョン」です。

なかでも最大の争点となったのは、数値目標で
す。３歳未満の子どもたちは概ね５年以内に 75％
の里親委託率を達成しよう。３歳から就学前まで
は７年以内に 75％、小学生以上は 10 年かけて
50％を達成しよう。そして、就学前の子どもに関
しては、原則として施設の新規入所を停止すると
いうことを書いていただいています。

これに対して、施設や児童相談所からは「現在
は 18.3％の委託率なのに、75％は難しい」と言う
声が上がりました。しかし、０～２歳児を 75％に
するのは、日本財団の試算をみても困難ではない
と思います。

ン、策定要領に強力に取り組みました。これを実
践することで、多くの子どもを救っていくべきだ
と思っています。

第1条に「子どもの権利」を明記
平成 28 年と 29 年の改正について最も重要な

のは理念規定を変えたということです。
まず改正に至るまでの流れが通常とは異なりま

した。通常は法律を変えるときには役所で審議会
を開催します。しかし審議会では答えは全く出ま
せんでした。私が大臣として着任した当時の「雇
用均等児童家庭局」は「子ども家庭局」に名称変
更しましたが、その局の皆さんと私とで３カ月ほ
ど激論を交わしながら法律を作っていきました。

どうしてそうしたのか。役所が作った審議会は
私が大臣になったときにすでにありましたが、ど
ちらかというと大人の論理、つまりサービスを提
供する側、政策をつくる側の声が優先され、子ど
もの声が代弁されているような審議会ではなかっ
たと思います。需要サイドは子どもです。しかし
審議会の場で子どもが声をあげることはできませ
んから、誰かが代弁しなくてはならないのですが、
それがうまくいっていなかった。

こうした議論を経て、改正後の条文は第一条に
「子どもの権利」を明記しました。親の権利は明治
時代から民法に書いてあります。しかし、1994
年（平成 6 年）に「子どもの権利条約」に日本は
批准していたにもかかわらず、「子どもの権利」と
いう言葉は日本の法律にどこにもないまま、平成
28 年まで来てしまった。

したがって、親が養育できない子どもを特別養
子縁組に託すべきか否かというときも「子どもの
権利」ではなく、親の権利がより重視されてきた
のではないかと思います。

続いて第二条には「子どもの最善の利益の優先」
という原則も入れました。さらに第三条、こちらも厚
労省の皆さんと大議論なりましたが、家庭養育優先
原則の明確な優先順位付けを次のように行いました。

１番目は「家庭」。やはり生みの親と家庭で暮ら
せることが一番良い。そのために家庭を支援する。
２番目は、それがうまくいかないなら「家庭にお
ける養育環境と同様の養育環境」。これは特別養子
縁組や里親家庭、ファミリーホームです。それも
難しい場合は３番目、「できる限り良好な家庭的環
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見でした。しかし、それではだめだということを
申し上げたわけです。　

そして、もう一つ問題になったのはユニット制
です。約 10 年後にはユニット制はやめるという
ルールを新たに作りました。施設で現在ユニット
をお持ちなら、約 10 年後にはやめるという計画
を作る。これからどうしてもユニットを作るなら、
約 10 年後にはそれはなくなっているという計画を
作っていただく。これが、策定要領での最大の争
点でありました。

児童相談所の専門性の向上
最後に目黒区での虐待事件を受けてどのような

対策が必要かということです。私は今回の事件は、
児童相談所の専門性が足りなかったのだと思って
います。一時保護を解除した、親子分離をしなけ
ればならないのに家庭に返した、適切に警察と連
携できなかったなどが問題点としてあります。

児童相談所が、司法手続きに進むべきか、もし
くは、警察と連携すべきか否かのタイミングや状
況を判断するには弁護士の専門的な判断が大きな
力になります。常勤弁護士がいて日常的にケース
ワークに取り組み、法律的に子どもの権利を守る
ために何をしたらいいのかを考えられるように児童
福祉司も力をつけていく。このような手だてが必
要です。そのために児童福祉司は、国家資格化し、
中核市、特別区は、法律で児童相談所は必置とし、
特別養子縁組や里親支援の体制、フォスタリング
機関をこれから日本でも育てていく必要がありま
す。これらについては議連で概算要求の時期に合
わせて「児童虐待防止対策及び社会的養育の予算
の抜本的拡充を求める決議」として書面にしました。

また、今年の「骨太の方針 2018」には、こち
らも大議論の末に、私からも強く働きかけ、「職員
配置基準の強化」という文言を入れました。もし
子どもが施設に入所する必要があるなら、小規模
かつ地域に分散化された施設でなくてはならない
ので、今後予算をつけるときには、大きな施設で
はなくて、地域に根差した分散型の小規模施設を
優先的にしていくことを書いています。現在のよ
うな子ども４人対職員１人という状況を変えてい
かなくてはなりません。これは残念ながら、今出
ている概算要求には入っていません。しかし、今
は入っていなくても骨太の方針で、「職員配置規

私の地元は愛媛県の松山です。この前、愛媛の
中央児相に行きました。里親担当は何人いるかと
訊いたら「１人です」との答えでした。１人しかい
ないとは驚きました。後ほどご登壇される藤林さん
の福岡市の児童相談所には里親担当が７人います。

福岡市は来年か再来年には 75％になると言われ
ています。これまで十分に里親のことに取り組ん
でこなかったわけであり、福岡市のように前向き
に取り組めば実現できてくるかと思います。

そしてもう一つは、特別養子縁組は平成 28 年
の改正で初めて児童相談所の業務として位置づけ
られました。こちらも概ね５年で倍増し、1,000
人以上にしようと書いてあります。

都道府県の推進計画策定要領
都道府県にはこの新ビジョンに則り子どもの社会

的養育を進めていただく予定でしたが、残念ながら
順調にはいきませんでした。都道府県は平成 23 年
の「社会的養護の課題と将来像」に則ったそれぞ
れの計画を持っています。そのときは、里親１/ ３、
小規模のグループホームが１/ ３、そしてユニット
制の大舎が１/ ３になっていました。これを完全に
変えることになるわけですから抵抗がありました。

策定要領で問題になったのは２点です。１点目
は里親委託率について、児童相談所や施設はそれ
ぞれ地域性があるから、期限も数値目標も地域に
任せればいいという考えでした。厚労省の案も国
全体として、「できるだけ早く 75％、50％以上を
実現できるよう都道府県を支援する」という受け
身の姿勢でした。しかし、できるだけ早く、とい
う期限を設けない至誠では、10 年、20 年たって
も何も起きないかもしれません。

結果としては、踏まえるべきことは２つだけ。１
つは、「子どもの権利」や「子どもの最善の利益」
というのは、どの地域でも実現されなければならず
地域性はない。全国どこでも子どもたちは権利が平
等にあり、最善の利益を平等に尊重しなければいけ
ないということ。そして、もう１つは国の持ってい
る数値目標、この２つを考慮した上でそれぞれ具体
的な数値目標を立ててください、ということです。

　実は、児童養護施設や児童相談所の方々はこ
の数値目標と達成期限を設定する際、それまでの
里親委託率が極端に低い地域もあり、そういった
地域の実情を踏まえて作らせて欲しい、という意
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準の強化」とはっきり言っていますから、年末に
かけて詰めていきます。現場の方々がどちらに向
かっていけば良いのか分かるような予算を私たち
は作っていかなくてはならないと思っています。

政府にも市町村・都道府県における子ども家庭
相談支援体制の強化等に向けたワーキンググルー
プができ、議論していただきますが、我々も政治
の場からしっかりと発信しながら、子どもたちの
ために頑張らせて頂きます。

かつては若手国会議員と言われていた私ですが、
今では孫が５人もおります。この子どもたちを見
るにつけ、小さいときからしっかり愛着形成がで
きる環境で育てることの大切さを感じており、さ
らに努力して参りたいと思います。ありがとうご
ざいました。
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里親は
経済的条件も
子育て経験も
問わない

【猪熊】 本日のパネルディスカッションでは、社
会的養護のなかでも、里親制度と特別養子縁組を
中心に、子どもの権利およびこれからの社会的養
育について議論をしていきたいと思います。

里親は子どもを育てられない親のかわりに、一
時的に家庭に子どもを預かり養育するという仕組
みで、法律上の親子関係はなく実の親が親権を持っ
ています。児童相談所などの面接や研修を受けた
人が自治体に登録しますが、里親になる条件、例
えば経済的条件や子育ての経験など、そういうも
のが必要なのでしょうか？
【藤林】 収入の基準などの経済的条件は特にな

く、困窮状態にない限りは大丈夫です。子育て経
験については、経験がある方でもない方でも、児
童相談所や里親支援機関からの研修やサポートが

パネルディスカッション

「里親制度と特別養子縁組、社会的養育のこれから」
パネリスト

奥山眞紀子（国立成育医療研究センターこころの診療部統括部長・日本虐待防止学会理事長）
藤林武史（精神科医師・福岡市こども総合相談センター所長）

中村みどり（CVV 副代表・NPO 法人キーアセットソーシャルワーカー）
高橋恵里子（日本財団公益事業部国内事業開発チームリーダー）

コーディネーター　猪熊律子（読売新聞東京本社編集委員）

準備されていますので、あまり気にする必要はあ
りません。
【猪熊】 資料には里親手当が月額約 8 万 6,000

円とありました。
【藤林】 里親は「ボランティア（無償）」という

イメージもあるようですが、この手当以外にも日
常的な生活費や教育費が公費から出されています。
費用の面はご心配ないと思います。
【猪熊】 一方、養子縁組は民法に基づいて法的な

親子関係を成立させる制度で、養われる親御さん
が子の親権を持ちます。養子縁組には２種類あり、

「普通養子縁組」は、実の親とも法的親子関係は
続きます。「特別養子縁組」は、特に保護を必要と
しているお子さんが実親子に近い安定した家庭を
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得るための制度ですので、養親と子どもは法律上
の親子になり、実の親との扶養義務や相続権など
の法的親子関係は終了します。実親の同意を得て、
養親が家裁に申し立てて親子関係になります。原
則、縁組解消はできません。こうした違いを前提
として、これから議論に進んでいきたいと思います。

パネリストの皆さま、自己紹介を兼ねながらこ
の問題への意識やお取り組みをご発表ください。

【奥山】 平成 28 年の児童福祉法の改正、それに
続いて「新しい社会的養育ビジョン」のまとめに
携わりました。それに関してお話をさせていただ
こうと思います。法改正と新ビジョンは、先ほど
からお話が出ていますように、「子どもの権利」を
基盤とするということと「家庭養育優先原則」と
いう２つの大きなポイントがありますが、この２つ
は非常に関連した問題です。

これは、ユニセフのホームページにある図です。

「子どもの権利」の４つの柱が「生きる権利、育つ
権利、守られる権利、参加する権利」です。

生きる権利には、適切な医療を受けさせてもら
うことなども含みます。育つ権利は、大人の権利
にはないもので、遊ぶ権利も含まれます。守られ
る権利には、虐待等から守られる、障害のあるお
子さん、少数民族のお子さんなどは、特別に守ら
れなければならない、とあります。参加する権利

家庭養育
優先原則と
子どもの権利

奥山眞紀子

とは、自分が関わることに発言したりする権利で
すが、これについては後ほど中村さんからもお話
しがあると思います。

日本は 24 年前の 1994 年、「子どもの権利条約」
に批准しており、本来ならばこの条約をきちんと
守る必要性がありました。

家庭に関して、条約を見てみますと、18 条に「子
どもの育ちや発達は、まず父母共同で責任がある」
ということ、そして「国は適切な援助を与えなけ
ればいけない」ということが書かれています。そ
して 20 条には、「この養育がうまくいかない場合、
どうしても家庭で育つことが難しい場合には、と
りわけ里親委託や養子縁組、そしてもし必要性が
あるならその子の養育に適切な施設で行われなけ
ればならない」とあります。「if necessary」と書
いてありますが、何にとって必要性があるのかと
いうと、当然のことながら「子どもにとって」必
要な場合です。国の都合で、「里親がいないから施
設に預ける」という問題ではありません。

子どもにとって施設が必要な場合とは、例えば
虐待などにより家庭で過ごすことが厳しい状況に
あり、お子さん自身が家庭というものに拒否的で
ある、問題行動があり自分や他人を傷つけてしま
う恐れがある、などの場合で、そのお子さんのニー
ズに合わせた施設を選択することになります。

その後に、子どもの育ちとの連続性も保障され
なければならないということも権利条約には書か
れています。

今回の改正児童福祉法では、この子どもの権利
条約と同様のことが書かれています。ただし、わ
かりにくい部分もあることから、新ビジョンの中
ではそれを具体的に表していきました。例えば「家
庭における養育環境と同様の養育環境とは何か？」

「里親や養子縁組である」と明確にしていきました。
そして、それが難しい、適当でない場合というと
きの意味合いは、「大人側の都合で適当ではない場
合」ではなく、「子どものニーズにおいて適当では
ない場合」ということを明確にしています。

家庭養育優先原則と子どもの権利
では、子どもの発達のどの時期が家庭を最も必

要とする時期なのか。家庭という巣箱に守られ、
一対一の人間関係を形成することが非常に重要な
のは、やはり乳幼児期です。これは脳科学的にも
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遺伝学的にも証明されつつあります。みな遺伝子
を持っていますが、その遺伝子の働きが出現して
くるためには、適切なケアが必要だということが
明らかになってきています。

国際的に見ても、乳幼児期に家庭を与えないこ
とは認められません。15 年ほど前、私が国際学会
で質問をしようと、「日本でベビーホーム（乳児院）
というのがあって…」と切り出したら、「それはあっ
てはいけない」と即座に指摘され、それ以降の質
問させてもらえませんでした。

三つ子の魂百までといいますが、確かに３歳ま
では愛着を形成する重要な時期です。赤ちゃんの
時期というのは人間関係の基礎を築く時期です。
赤ちゃんは全ての感覚や運動を使っていろんな表
現をしています。それを受け取る能力は、みなの
遺伝の中には組み込まれているはずです。

ただ、残念ながら、その時期に適切なケアを受
けることができなかった方、強いトラウマが生じ
るような経験をした方、精神的な障害をお持ちの
方々が親になったとき、赤ちゃんの声を受け取る
ことがうまくできず、養育に困難が生じることが
あります。この場合、私たちはその方たちを責め
るのではなく、支援しなければならないのです。

では愛着がうまく形成されないと何が起きるの
か。他者との関わりを求めているのに、他人を信
じられない。引きこもって全く関わりを持たない、
反対に誰かれ構わずベタベタとしていくというこ
とが起きてきます。また、危険が迫っても人を頼
ることができず、常に自分で何とか自分を守らな
ければいけないという緊張状態に置かれ、最終的
にストレス耐性が弱くなる、トラウマを受けやす
くなる、少しの刺激でも傷つきやすくなる、とも
いわれています。

これは隔離猿といって、猿同士の関係も人間と
の関係も全くなく育てたとき、猿がどうなるか。
これは 1960 年代の実験です。現在は動物虐待に
なることから、行ってはいけない実験です。

これは有名な、Harlow さんの絵ですが、左の
猿は常に怖がって、鋭い目で周囲を見ています。
真ん中はうつろな目で、ロッキングといって体を
ゆすっています。ルーマニアのチャウシェスク政
権下に、劣悪な孤児院がありましたが、そこに
西側の方たちが行ってビデオで撮ったものがあり
ます。「チャウシェスク、孤児院」と検索すれば
YouTube でも見られますが、子どもたちはこのお
猿さんと同じような目で、同じように体をゆすっ
ているのです。観ていると涙が出てきます。

このお猿さんたちは大きくなったらどうなるか
というと、右の絵のように、子猿が生まれてもケ
アができないという危険性があるのです。

すべての議論は子ども中心の立場から
新ビジョンに至るまでの検討会の際、構成員の

みなさんと申し合わせていたことがあります。そ
の検討会には、児童相談所長、乳児院や養護施設
の施設長さんが何人もおられました。私は「皆さま、
自らの職能団体を代表しないでください」とお願
いしました。全ての議論は子ども中心に子どもの
立場から議論するということを大前提に検討会は
行われたのです。

また子どもは発達する存在ですから、年齢に応
じたニーズを前提として考えるということも、非
常に大きなポイントになったと思います。
「社会的養育」とは、すべての子育てのことを指

します。「社会的養護」のところだけを見るのでは
なく、社会が子どもを養育に関与していくこと全
体から考えていこうということです。
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新ビジョンで一番重要なのは、市区町村におけ
る、子ども家庭のニーズに応じた支援の構築です。
例えば妊娠期から自立まで、保育園の充実から虐
待の危険がある家庭の在宅支援までの子どもの家
庭支援です。産前産後母子ホーム、子ども家庭総
合支援拠点、いろいろなものを使ってそれを構築
していくことが求められています。

児童相談所の改革についても提言しています。
また、児童相談所が「子どもの権利」を保障して
いないと考えられる時、子ども自身や関係機関が
児童福祉審議会に申し立てる方法を明確化しまし
たし、子どもの代弁をするアドボケイト制度につ
いても提言させていただいています。

さらに、現在の一時保護所に課題が多いことか
ら、ここも「子どもの権利」に基づいて改革する
方向性を提示しました。そして、代替養育につい
ての改革です。永続的な家族関係、つまり、養子
縁組も含めたパーマネンシーの保障。そして、子
どもの自立の支援といったことが書かれています。

社会的養育ビジョンの中に書かれていることは、
こうしたことすべてが一緒になってうまく回って
いくことで初めて到達できることです。この中の
どのパッケージが欠けても実現は無理です。全部
を底上げしていかなければならないと思います。

ですから、全ての大人が手をつないで「子ども
の権利」を保障する社会をつくっていくことを目
指していくということが必要です。新しい社会的
養育ビジョンは、その制度的な青写真にすぎませ
ん。みんなで作っていくものなのだ、ということ
を強調させていただきたいと思います。

【藤林】　福岡市の児童相談所の所長を 16 年務
めております。特に乳幼児を中心とした家庭養育
原則について、またパーマネンシー保障に関して、
福岡市で現在どのように取り組んでいるのかお話
しさせていただきます。

新ビジョンに対しては、さまざまな議論があり、
「絵に描いた餅ではないか」というご意見もありま
すが、「こうすれば実現していける」というところ
を少しでもお伝えしたいと思います。

３歳未満は５年以内に、就学前の子どもは７年
以内に、里親委託率 75％以上を目指すと書かれて
います。これは、福岡市の里親委託率の推移です。

全国と比べると速いスピードで、里親委託率を
30％まで伸ばしていきましたが、４年間ほどは里
親の確保が難しく、里親委託を進めたい子はいる
けれどなかなか適当な里親さんがみつからず、委
託率も止まっていました。

特に３歳未満の乳幼児は、乳児院で、半年、１年、
２年、３年と、実親のもとに帰れないし、かといっ
て里親家庭にも行けない。そういうお子さんが何
人もいて、３歳未満の里親委託率は十数％。果た
してこれで 75％に届くのか。特に乳幼児を委託で
きる里親の不足が大きな課題でした。

もう一つ、新ビジョンの中で私が心痛めている
のは、パーマネンシーが保障できていない問題で
す。里親、児童福祉施設、乳児院は一時的な解決

家庭養育優先原則と
パーマネンシー保障
福岡市の取り組み

藤林武史
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策であり、そこにずっと 18 年も 20 年も居てよい
わけではなく、可能ならば生みの親のもとに戻る
のを応援したいし、それが難しければより法的に
安定した特別養子縁組を提供したい。漫然とした
長期間にわたる施設・里親の措置は、もうなくし
ていきたいと思っていました。

福岡市の統計では、児童養護施設に入所してい
る期間が長い。３年以上入所しているお子さんが
57％いました。特に、児相長として心が痛むのは、
乳児院で２～３歳になると、乳児院から児童養護
施設にほぼ自動的に措置変更になります。そうし
て児童養護施設に来て、５年も 10 年も 15 年も児
童養護施設で暮らしている子どもたちが 27％もい
る。こうしたお子さんは、生まれてからほぼ一回
も家庭で養育される経験のないまま大人になって
いく。児相長として非常に申しわけない。入所が３
年を超えると、家庭復帰も里親委託も確率が低く
なるという調査もあり、こうした長期入所の子ども
に家庭養育を提供したいという思いがありました。

イギリスでの視察を経て２つの実践
この問題に悩んでいた 2016 年２月に日本財団

からのお誘いがあり、イギリスのロンドンとオック
スフォード大学に視察に行かせもらいました。そ
こで非常に参考になる事例を学ぶことができ、福
岡市で取り組んだのが、次の２つです。

１つは、家庭移行支援係を設置しました。３年
以上の長期入所になると、実家庭にも里親家庭に
も戻りにくくなるのは、我々の努力不足ではない
かと考え、３年以上入所しているお子さんに集中
的なケースワークをする係です。当時、４人から
始め、現在は６名体制で進めています。

もう一つは、里親係の強化です。今年度から７
名体制になりました。児童相談所だけでは限界が
ありますので、以前からＮＰＯと協働していまし
たが、2016 年からキーアセットに乳幼児の短期
養育里親制度を委託し、「乳幼児里親リクルート事
業」と名づけて、この２年間取り組みました。

成果はありました。キーアセットは国内では歴
史はまだ短いですが、国際的な活動でご経験をお
持ちですので、積極的なリクルートと、きめ細や
かな対応や研修、委託後の支援をしていただいて
おります。

養育里親は、平成 29 年度、９家庭も登録でき
ました。現時点で 14 家庭が登録され、９家庭に
委託実績があります。なかなか見つからなかった
乳幼児の養育里親さんでしたが、これで何人もの
乳幼児を乳児院から里親さんに委託することがで
きました。

一方で、家庭移行支援の取り組みです。６人の
ベテランケースワーカーを置き、かなり集中的に
施設職員と一緒に家庭に働きかけ、５年も 10 年
も長く施設に入所しているお子さんの措置解除が
進んでいきました。

グラフのオレンジを見ていただくと、新規の措
置は徐々に減っています。乳児院の新たな措置が
減少。これは、その分、里親または養子縁組家庭
に行っていることを意味します。

左側の乳児院の 100％の部分。以前は３歳にな
ると自動的に児童養護施設に措置変更される子が
ようやくゼロになりました。乳児院にいるお子さ
んは、家庭に戻る、里親家庭か特別養子というこ
とが実現できていきました。児童養護施設のグラ
フの右に 68％とあるのは、ほぼ 18 年間施設で暮
らして社会に出ていくお子さんが少なくなり、実
家庭に帰る、または里親家庭に措置変更とした、
取り組みの結果です。
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その成果、里親委託率は 30％で低迷していたの
が、43％まで伸びていきました。もう一つ、３歳
未満の里親委託率が、15％だったのがキーアセッ
トや家庭移行支援係の努力のおかげで 50％を超え
ました。このペースですと、来年度か再来年度に
は福岡市は 75％ラインに達するのではないかなと
思っています。特別養子縁組がなかなか増えない
のは、法制度の壁があるからと思います。

【中村】 私は乳児院と児童養護施設で 18 歳まで
育ちました。児童養護施設時代の写真はたくさん
先生方に撮っていただきアルバムにしていただき
ましたが、乳児院のころの写真が一枚もありませ
んでした。里親支援の仕事に就き、たまたま私が
育った乳児院の職員さんにお会いしたとき、私が
抱っこされた１枚の写真を探し出してくれました。

乳児院の思い出はありませんが、写真を見て、
２歳未満の私も、こうやって人に抱っこされて生
きていたのだなと。がんばって生きてきて、これ
からもがんばるぞという糧になりました。

社会的養護、施設や里親家庭で生活する子ども
たちの中には、自分の思い出が何もない、自分を
思い出すための小さいころの写真がないという子
どもたちもいます。そういう子どもたちのために、
思い出の保存はとても大切だと思っています。

私は 18 歳で児童養護施設を出ましたが、ラッ

キーなことに大学進学できました。「読売光と愛・
郡司ひさゑ奨学金」という児童養護施設で生活し
ている子どもたちのための奨学金があり、それが
いただけなかったら、大学進学は諦めようと施設
の担当の先生と話しておりましたが、受けること
ができて幸運であったと思います。奨学金を受け
て学ぶことができたからこそ、現在このような活
動に就くことができたのですから、ほんとうにチャ
ンスを与えていただきました。

施設を出た方の進路はなかなか厳しいのが現実
です。その中で日本財団さんも社会的養護の子ど
もたちのための奨学金ご用意していただき、チャ
ンスを得られるようなったと感謝しております。

ＣＶＶは私が高校生のときに仲間と立ち上げた、
社会的養護の当事者エンパワメントチームです。
この活動の中で「社会的養護の当事者支援ガイド
ブック」を作りました。ご関心ある方はブログぜ
ひご覧ください。（ブログに、こんなのをつくって
いるよというのが載っているので、また興味のあ
る方は見てください。（https://ameblo.jp/cvv/）

当事者から見た支援者のイメージ
児童相談所の職員さんのイメージを、ＣＶＶに

参加している 10 名ほどの経験者に聞いたところ、
「接点がない」「知らない間に担当が変わってい

る」「話す機会がなかった」「問題の多い子が優先
されて、会いたいと言っても会えなかった」とい
う声があり、児童施設の職員さんについては、な
ぜ自分が施設で育っているのかきちんと説明して
もらえなかった」「施設を退所した後の子どもはど
うなってもいいのか」「気持ちを言いたくても言え
ない子どもが居ても大人は気づいていなかった」
という声があります。

ご紹介したいメッセージがあります。施設経験
者の 24 歳の女性が書いてくれました。児童相談
所の職員、「児童相談所の人へ」と書いてあります
が、多くの支援者の方へのメッセージだと思います。
「私は児童相談所に通っていたときがあります。

中学生になり、荒れていたときです。でも、通っ
ても何も変わらなかったです。児童相談所の職員
さんは私に対して、何も聞き出そうとしてくれな
かったと思っています。自分から、施設の職員や
他の誰にも、悩みや弱音や退所に対するとても高
い不安感があるのに言えない子どもでした。誰で

子どもの声と
視点を大切に

中村みどり
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もいいから、私の弱音を聞き出そうとしてくれる、
悩みを聞き出してくれる大人なら、児童相談所の
職員でもよかったです。悩みを聞いてくれるのか
と期待していました。それぐらい、話を聞いてく
れる大人が欲しかったです」

アドボカシー（代弁する）活動
このような声がある限り、やはり子どもの声を

聞く必要がある。「アドボカシー（代弁する）」が
とても重要であるという思いで活動しています。

大きくは３つあります。

制度に当事者、経験者の声を反映させることは
とても重要かなと思います。私は厚生労働省、社
会的養育専門委員会委員で参加していますが、委
員は 30 名ほどおられるなかで、当事者は私１人
です。もう少し増やしてほしいとは思います。

実際にアドボカシーとは、子どもたちの声を聞
く取り組みとは何なのか。

なぜアドボカシーが必要かといえば、先ほどか
ら「子どもの権利」のお話しが出てきていますが、
実際に子どもが何を求めているのか調査研究の中
で「子どもたちに特別に関わってくれる味方が必
要だ」「大事な話のときは大人にしっかり聞いてほ
しい」「気持ちをじっくり聞いてほしい」という子

どもたちのニーズが出てきました。
しかし、施設職員さんや里親さんは日々の養育

で忙しく、ゆっくり話そうかという時間がなかな
かとれない。そういう場合に、「別の大人がしっか
り聞く」というシステムが必要なのではないかと、
モデル事業的に取り組みを始めているところです。

私は 2013 年から、日本財団で「ハッピーゆり
かごプロジェクト」という特別養子縁組を推進す
る事業を始めさせてもらいました。それまでは主に
海外の障害者支援をしていましたが、この問題に
取り組みを始めた経緯をお話ししたいと思います。

原点は自分の子育てにあります。私は子どもが
３人おります。子育てをなさった方は同じ経験を
されていると思いますが、赤ちゃんは抱っこして
いれば泣きやむけど、置いたら泣く。また抱っこ
すると泣きやんで、置いたら泣く。半年ぐらいす
ると、私の顔が見えないだけで泣き出してしまう。
トイレも一人で入れません。こうして一人の大人
に愛着を持ちながら育つのだと思いました。

その頃読んでいた児童精神科医の佐々木正美先
生の『子どもへのまなざし』という本にも、乳幼
児期は家で言うと土台に当たるところ。土台をき
ちんとしないと、後から家が崩れてしまう。それ
を補修していくのはとても大変なことで、思春期
にいろいろな課題が出てくることもある。だから
乳幼児期には「あなたがここにいるだけで私はう
れしいよ」と言って子どもを完全に受け止めてあ
げることが大切。そうすると子どもは、「自分は信
頼されて、愛されている」と思えて、人を信頼で
きていくと書いてありました。先ほど奥山先生は
お医者さんとしてそのことをお話しなさいました
が、私は子育てを通してそう思っておりました。

そして、そのように受け入れてもらえない子ど
もはどうしているだろうか、ということはずっと気
がかりでした。日本財団は里親支援の事業は全国

日本財団の家庭養育
への取り組み

高橋恵里子
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里親会立ち上げの 50 年ほど前から継続して取り
組んでおり、施設で暮らす子どもが多いというこ
とも知っていたので、いつかそういう仕事ができ
たらいいなと思っていました。

その後、愛知県で愛知方式という新生児の特別
養子縁組をなさっていた矢満田篤二さんのお話を
お聞きする機会がありました。乳児院にいた赤ちゃ
んが、特別養子縁組で迎えられた家庭で育ち、再
び乳児院を訪問して、「子どもたちはみんな、お父
さん、お母さんを求めています。この子たちにも
なるべく早くお父さん、お母さんを探してください」
というメッセージを残されたというお話しでした。

目からうろこが落ちるような思いでした。自分
でもいろいろ調べたところ、国連のガイドラインな
どには、「親が育てられない場合は養子縁組などの
パーマネンシー（永続的）保障を求めよう」と書
いてあるのを読み、どうして日本ではこれがきちん
と認識されていないのか、日本で広げるために何
をすればいいのか、と思いました。この課題を財
団内で笹川会長、役員にプレゼンしたところ、「やっ
てみなさい」と、事業を始めることになりました。

活動としては、そもそも課題が知られていないと
いうことで、まず普及啓発を行いました。「ハッピー
ゆりかごプロジェクト」を立ち上げホームページで
情報発信し（http://happy-yurikago.net/）、シン
ポジウムを開催シンポジウムを開催、それから４月
４日を養子の日とするイベントを開催しました。

政策提言も行いました。最初は養子縁組推進法
を作れないか提案をしておりましたが、そのうち
に塩崎前厚労大臣によって児童福祉法改正のお話
しが進みました。その際には、乳幼児は原則家庭
養育、それから特別養子縁組を推進してください
という署名をオンラインで1万 7,000 件ほど集め、
塩崎先生のところにお届けしました。

また、すべての子どもたちが家庭で育つために、
特別養子縁組だけでなく、里親の推進も重要視す
るようになりました。最近の取り組みとしては、
キーアセットのようなフォスタリング機関、包括
的に里親のリクルートから支援するような団体を
立ち上げる。これを、2018 年度は 9 団体、支援
しております。乳児院が５つ、児童養護施設が２つ、
ＮＰＯ法人が２つ。それぞれ概ね年間 10 人の里
親のリクルートを目標としてくださいと言っていま
す。資金的な支援をするだけではなく、日本財団
で研修したり連絡会議をしたりして、里親の数を
増やしながら、里親支援の質も上げていこうとい
う取り組みをしています。

さらに、人材育成も行っております。特別養子
縁組の研修、フォスタリング機関の研修も実施し
ています。他に、子どもの家庭養育推進官民協議
会という、三重県が中心となって結成した里親・
特別養子縁組を推進するための協議会があります。
自治体 22、民間団体 14 が加盟している協議会で
す（2018 年 9 月 3 日時点）。ここでも、多様な
研修を行いながら、里親推進のための「フォスタ
リングマーク」を今年作成しました。本日の登壇
者の皆さまもバッジをつけていただいていますが、
これをシンボルとして、里親制度を広げていきた
いと思います。全国里親会でバッジを販売してい
ただく予定もあり、ぜひ皆さまにも購入いただき、
身につけていただけましたらうれしいです。

「里親の意向調査」による展望
【猪熊】日本では里親が少ない現状がありますが、

「里親の意向調査」の結果をお願いします。
【高橋】里親が日本で今まで少なかった理由とし

ては、血縁を重視するから、宗教的な背景が違う
からと言われていました。実際はどうなのか、日
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本財団で 2018 年に「里親の意向調査」を行いま
した。結果は全国では 6.3％が、「里親になってみ
たい、どちらかというと里親になってみたい」と
回答しました。６％は少ないと思われるかもしれ
ませんが、30 代 -60 代で里親になり得るような
世帯というのは日本で 1,780 万世帯いますので、
その６％と考えると、100 万以上の世帯が潜在的
に里親になり得ると推定されます。

ただし、キーアセットの経験によると、意向が
あっても実際に里親登録する人は２～３％だとい
うことで、２万から３万世帯が里親登録に至る可
能性があると言えます。

一方で、里親制度については、ほとんどの人が
正確に理解していないということがわかりました。
例えば、里親には養育費が支給される、２カ月な
どの短期間でもできる、結婚していなくても大人
が２人いればできることを知っていると答えた方
は、１～３％と少数でした。

さらに、現在の社会的養護の状況や里親制度に
ついて知ることで「里親になってもいい」という
興味が高まることもわかりました。日本には里親
を必要とする子どもが３万人いる、日本では里親
不足が深刻である、という情報を知ると「里親に
なってもいい」との意向が高まり、最終的な意向
層は推計で 12.1％になりました。

最も里親意向が高まったのは、子どもの写真と
紹介でした。遠くにいる子どもではなく実際に、「こ
ういう子がいるんだな」と身近になることで、何
か私にもできることがあるかなと思ってくださる
方が出てくるのだと感じました。

結論として、日本にも潜在的な里親候補は十分
いると思います。ただ、これまで広報や里親支援
に資金を投入していなかったので、里親制度を知

らない人がほとんどで、経済面や「子どもが大き
くなるまで自分が元気かどうか」などの不安があ
る。ですから、里親手当がある、短期間の里親が
可能、それから里親支援の制度があるということ
を正しく伝えることが効果的です。それにはやは
り、リクルートのための予算と人を確保する必要
があると思います。

【猪熊】制度のことが知られていないということ
が非常に大きいですね。奥山先生は、里親が少な
い理由をどうお考えですか。
【奥山】日本では「子どもに何かあったら親の責

任」という意識が強く、お子さんを育ててみたい
けれども責任を持てないと思ってしまう方も多い
と思います。そのあたりの社会の感覚も変えてい
く必要がありますし、里親の場合、責任は都道府
県にあります。
「親の責任」を意識しすぎると、里親養育がうま

くいかなくなる原因にもなりがちです。躾をがん
ばりすぎて、かえって親子関係が大変になってし
まった方もいます。常に支援を受けながら、その
子にとって適切な養育、good enough（まあまあ）
な養育が大切なのだと思います。

欧米では若い世代も含めて多くの方が里親ある
いは養子縁組をされています。私は小児科医です
が、海外の教科書には必ず、「フォスターケアとア
ダプション」（里親と養子縁組）という項目があり
ますが、日本の小児科の教科書にはありません。

また、「子育てを楽しむ」という意識も、日本で
は少ない気がします。海外では障害をお持ちのお
子さんを迎えて、病院通いをしながらも、良くなっ
ていけばそれを喜ぶなど、悲しいことも含めて子
育てを楽しむという姿を見ると、ここが日本とは
違うなと感じることがあります。

それから、「不調」といわれる、里親養育がう
まくいかないケースも少なくないと言われますが、
これは実は現行制度の問題が大きいと思っていま
す。里親委託と施設委託の割合を見ると、里親の
ほうに、より年齢の高いお子さんが措置されてい
ます。施設で難しいから里親さんのところへ、そ

社会で育てる、子育てを楽しむ



24

うすると必然的に不調が増えてしまう。やはり里
親からのニーズも高く、親との絆をつくりやすい
乳幼児の委託を増やしていくということが重要だ
と思います。

待っているのではなく攻めていく
【猪熊】先ほど藤林さんから福岡市では里親が増

えたというお話がありましたが？
【藤林】 2015 年、16 年までは、養育里親よりも、

養子縁組里親のほうが多かったです。養子縁組里
親は、児童相談所が広報しなくてもお申し込みに
来られます。養育里親については、やはり知られ
ていないのが現状です。

そこで 2015 年ぐらいまでは、いわゆる講演会
方式とか出前講座方式で、関心のある人に向けた
催しをしていました。そこで「養育里親やってみ
ようかな」と思った方がいても、行政機関は「今
度来てくださいね」と待っているわけです。これ
ではなかなか増えていかない。

2016 年くらいから、中村さんを中心としたキー
アセット福岡オフィスがアクティブな里親リク
ルートやその他の非常にきめ細やか対応をしてく
れて、養育里親さんが増えてきたと思います。
【中村】 では、成果につなげるためにどのような

アクションをしたのか。キーアセットは包括的な
里親支援をしている団体です。大阪に本部を置い
て活動しているＮＰＯ法人で、2012 年に法人設
立とキャリアとしては浅いですが、本拠地がイギ
リスにあり、世界のいろんな情報を持っています。
他国での取り組みにおいては失敗談もありますが、
日本はこれからですから、こうした前例を踏まえ
た取り組みをしています。

福岡市から事業受託を受けているのは、乳幼児
を短期で養育してくださる里親さんを開拓するこ
とです。登録されたのは 14 家庭で、多くは 40 代。
実子がいるご家庭が多いですが、子育て経験がな
い方もいます。皆さまが「なぜ里親をされるのか」
という動機は、「地域の子どものために何かしたい」
という方がほとんどでした。０歳から１８歳まで、
ほんとうに困っている子どもたちのために、短期
でもニーズがあるのであれば、何とか応えること
ができるかもしれないと思って登録されたという
方です。いまこの会場にいらっしゃる皆さまと思
いは変わらないのではないかと思います。

私たちは「攻めるリクルート」と言わせていた
だいていますが、商業施設とかスーパーマーケッ
ト、カフェなどに赤ちゃんが載っている、「福岡市
の赤ちゃんに養育里親を」というチラシを使って
います。皆さまが日々足を運ばれる場所で「これ
何だろうと」と気づいていただき、話を聞いてみ
ようか、と思っていただくことを狙っています。こ
うした取り組みにより、14 家庭が登録し、４家庭
の里親さんが登録準備に入っています。

一貫した包括的な里親支援に予算を
【中村】 では、従来の里親支援とどう違うのか。

フォスタリング機関は包括的な里親支援です。ま
ず「里親に興味がある」というところから、里親
に登録するまで、登録された後子どもを迎えたら、
家庭訪問を行うなど、同じ組織が一貫してその人
たちに関わることが強みの一つです。それによっ
て里親さんと支援者の信頼関係を構築していきま
す。担当者が次々と変わるようなことはありません。

里親制度は子どもを中心とした制度でないとな
らないので、そういうこともしっかり理解しても
らえるということであったり、これまでの取り組
みでは、里親さんが困ったなとか、子どもたちが
何か必要だなというときに、いつでも寄り添って
くれる存在。24 時間、365 日、私がその方のお
うちにいるわけではないのですが、何か聞きたい
なというときに、「キーアセットの中村さんに電話
してみようかな」という存在であることが重要で、
行政の枠がある中ではできないサポートが民間の
強みと考えています。
【猪熊】 専門性をお持ちのスタッフが必要かと思

いますが、こうしたＮＰＯ法人は財源の問題はど
のようになさっていますか。
【中村】 キーアセットは、基本的に自治体からの

事業を受託し、その受託費で人を雇い、サポート
を提供させていただいています。
【猪熊】 福岡市が予算をつけているということで

すか。
【藤林】 里親さんをリクルートし、トレーニング

していただき、その後の支援までと、これはとて
も重要な仕事で、十分な専門性と経験を持ったス
タッフがいなければ到底できないと思います。そ
う考えれば、フォスタリング機関に対して充分な
予算をかけなければうまくいきません。「民間委託、
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ＮＰＯだから安くていい」という発想では失敗す
ると思っております。

社会全体に里親制度の知識を広める
【猪熊】 ではどうしていったら里親制度は広まる

のか。皆さまからお願いします。
【奥山】 里親になりたい方だけが知識があればい

いのではなく、やはり社会のみんなに里親に関し
て一定の知識が必要だと思います。地域に里親さ
んがいたら、その方をうまく地域の中でサポ―ト
できることが必要です。

それから、リクルートという点では、特別養子
縁組や里親制度を知っていただく必要があります。
虐待防止の１８９（いちはやく）などのポスターは
色々な所で見かけます。養子縁組のポスターは産
婦人科クリニックなどでは見かけますが、小児科に
は１８９は置いてあっても「里親になりませんか？」
はあまりない。医療機関だけでなく、お店の店先な
どに里親のポスターやパンフレットがあるだけでも
かなり違ってくるのではないかと思います。

いま自分が里親にはなれないけれど、お手伝い、
里子さんを抱えている家庭をサポートすることが
当たり前にできるようになってほしいと思います。
【高橋】 コストの話が出ましたが、日本財団で、

施設の養育と里親の養育にどのぐらいコストがか
かっているか計算をしました。大阪と東京で計算
方法は異なりますが、乳児院は大阪だと子ども１
人当たり１年間で 1,000 万。それに対して里親さ
んは里親手当しかないので、180 万～ 140 万。そ
うであるなら、乳児院にかけている子どものコス
トを、里親さんを支援やリクルートするような費
用に回していく。そういった制度設計がこれから
必要になってきます。

ファミリーサポートセンターは、子育て中の人
には身近だと思いますが、里親はその延長線上に
あるものと捉え、実際には課題はありますが、み
んなで子どもを育てていこうというイメージを共
有できたらいいと思います。

特別養子縁組の年齢制限と同意問題
【猪熊】 特別養子縁組のお話に移ります。特別養

子縁組がなぜ少ないのか、藤林さん、お願いでき
ますか。
【藤林】 先ほど塩崎先生のご講演の中で、日本の

特別養子縁組は年間 500 ～ 600 人、イギリスが
約 5 千人、アメリカが約 10 万人という数字が挙
げられましたが、それは日本に特別養子縁組を必
要とする子どもが少ないということではなく、必
要だけれども特別養子縁組に至らない子どもが多
いということではないかなと思います。

福岡市も、里親だけでなくて特別養子縁組に力
を入れ始めたのが、平成 23 年～ 24 年くらいから
です。何とか生みの親御さんの同意を取り、多い
ときで年間８件ほど成立します。

一方、実際に乳児院から児童養護施設に措置変
更になって３年、５年、10 年と経っているお子さ
んは、ほぼ実親さんとの面会交流がありません。
乳児院から連続して施設にいる子どもで、３年以
上を超えてくると、家庭復帰が難しくなってきま
す。本来はもう少し早い段階で特別養子縁組に移
行できたら、あるいはこの年齢であっても移行で
きたらよいのですが、それを阻んでいるのが法律
の問題です。日本の特別養子縁組制度は、原則６
歳未満まで。ですから、９歳の子も 15 歳の子も
特別養子縁組できません。

もう一つの問題は同意の問題。民法上は同意が
なくても特別養子縁組は成立しますが、同意がな
い場合は裁判で戦うことになります。民法上は児
童相談所長が戦う相手になっていない。誰が戦う
のか。養親候補者と実親さんとがどちらが育てる
方がいいのかを家庭裁判所が判断するように、お
互いに書面などやりとりしていくという。これは、
養親候補者にとっては大きな負担です。

お子さん養育するだけでも一生懸命なのに、そ
の上、弁護士を雇いながら裁判をする。その結果、
ほんとうに成立するのかどうかもわからない中で
養育していくというのは、精神的な負担があります。
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こういった問題がありますので、我々は年齢要件
の引き上げ、もう一つは児童相談所長が申し立て権
者になるという民法改正を求めているところです。
【猪熊】 現在、６歳未満なのは理由があるので

しょうか？ 
【藤林】 30 年前のことは存じ上げませんが、当

時の立法者は「物心がつく前に」という思いがあっ
たようです。いずれにせよ、現在、６歳、８歳、
１０歳、１５歳、いろんな年齢のお子さで特別養
子縁組がふさわしい子どもに少なくともチャンス
は提供したいと思いますが、中村さんはどう思わ
れますか？
【中村】 子どもに選択肢があるかどうか、という

ことが重要かなと思います。15 歳でも 16 歳でも、
特別養子が必要な子どもたちがいて、その子自身
もそうしてほしいという思いがあるのに、それが
実現できない状況があるのなら、選択肢を増やし
てほしいです。

子どもがどう過ごすかを大切に選択
【高橋】 このシンポジウムのタイトルが、「すべ

ての子どもが愛されて育つ」ですが、子どもには
愛してくれる人が必要だと思います。特別養子は、
実親と法的な関係は終わるため、それにためらい
を覚える人が多いかもしれません。ただ、日本財
団が行った養子縁組をした実際の養子さんへのア
ンケートで、「育ててくれた親も生みの親も、私に
とってもどちらも大切です」とおっしゃっている
方も多く、法的関係が終わっても、子どもにとっ
て、生んでくれたという事実は変わらない。ただ
実親との法的関係よりも、子どもが子ども時代を
愛されて過ごすことが何よりも大切なのではない
でしょうか。それを一番大切に考えていくべきな
のかなと思います。
【猪熊】 里親や養親以外に、子どものために何か

をしたいという方は、何から始めたらよいでしょ
うか？
【奥山】 まず「みんなで子育てすると楽しくなる」

「里親や養親さんが地域の中にいるのは当たり前」
という認識を育て、そのような社会にしていくと
いうことが、「子どもの権利」を守る意味でも非常
に重要だと思います。

私は 1990 年にアメリカから帰ってきて、施設
のお子さんと関わりができました。虐待を受けて

いる家庭から乳児院に預かってもらって、すごく
良かったと思っていました。しかし、乳児院から
養護施設に来たお子さんたちはアタッチメント（愛
着）の問題を抱えて大変でした。なぜそうなるの
か考えたとき、「施設は家庭ではないという」とい
う問題の大きさに気づいたということがあります。

小さいお子さんに家庭が必要だということが一
般の共通の認識になり、実親ではない家庭に育つ
子どもがいても当然という社会になることが大事
だと思います。

地域で孤立している家庭をなくしていく
【藤林】 今日は里親、特別養子縁組を中心にお話

が進んでおりますが、改正児童福祉法と新ビジョ
ンのもう一つの目標は、実親さんと共に安心安全
に暮らしいけるように目指す。また、一旦分離さ
れて、施設、里親さんで暮らしながらも、実親さ
んのところに戻れるなら戻った方がいいけれど、
目黒区の虐待事件のような最悪の結果になること
は避けなくてはなりません。

ではどう実現していくか。重要なのは、孤立し
た家庭をなくしていくことです。周囲に対して閉
ざしているような家庭を、どのように改善してい
くかが重要です。実は福岡市は平成 21 年度に、
非常に悲しい事件が頻発しまして５件、６人の子
どもが心中などで死亡しました。この５件、６人は、
全て虐待通告はなく突然亡くなってしまったケー
スです。虐待通告があってから支援をするのでは
なく、もっと手前のほうで、孤立している家庭に、
地域や市町村がどのように支援を提供していくこ
と。福岡市は「つながろうカード」を作成し、市
民と一緒に孤立した家庭をなくしていこうという
ことをしています。

ただし、簡単ではないのは、孤立しているご家
庭はどちらかというと地域からは「困った人」と
見られていることもあり、なかなか支援が届かな
い、拒絶する方が多い、という印象もあるかと思
います。それがますます孤立を深めてしまう。で
も、「困った人」は、実は「困っている人」なのです。
うまくＳＯＳを出せない。子ども時代につらい経
験があって、人を信頼することができない人が親
になってしまった場合を考えると、困っている人
がＳＯＳを出せるようなまちづくりを進めていくこ
と。そこが重要な課題だと思います。
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さまざまな家族の形があること
【中村】 実際に里親家庭とか施設で生活している

子どもたちもそうですし、そうではない地域の子
どもたちもそうですが、「自分たちの人生は自分で
決めたい、自分たちの人生に参画したい」そうい
う権利があるわけです。特にこれから、保護され
る子どもたちが増えてくるかもしれません。命を
守るためには大切ですが、保護するだけでなく、
子どもであってもきちんと意見を聞いてもらいた
い。何かよくわからないけど施設に入った、里親
家庭に入った、というような状況はなくしていか
ないといけないと思っています。

モデル事業で始めているアドボケイトの実践の
資料をお配りしていますが、ではどういう人がア
ドボケイト、子どもの声を聞きに行っているかと
いうと、市民の人たちです。子どものために何か
したいという人たちが、養成講座を受けて実際に
施設等に行って、子どもたちの話を聞いて、モデ
ルとなる実践を積み上げているという状況です。
【高橋】 特別養子縁組した養親さんと話している

と、「子どもと養子縁組した」と言うと「え？」と
言われたり、そこで会話がとまってしまったりす
ることあるそうです。しかしこれからは、養子縁
組家庭もさまざまな家族の形としてもっと当たり
前になるように、皆さまがもしそういうご家族に
会ったら「おめでとう！」と言ってあげるような、
そういうふうになっていくといいなと思います。

あっせん団体の質も問われていく
【猪熊】 それでは会場からご質問をお願いします。
【会場質問者】 この問題に関心を持っておりま

す。今、インターネットで簡単に赤ちゃんあっせ
んしますという民間業者の広告がありますが、こ
のような状況はどう思われますか？
【奥山】 まずお金での取引があれば人身売買に当

たりますし、子どもには、出自を知る権利があり
ます。安易なあっせんは子どもの権利違反になり
ます。子どもにはしっかりとした手続きを通してき
ちんと養育できる家庭を与えなくてはならないし、
委託後の支援も必要です。公的機関だけという意
味ではなく、公に認められているあっせん機関が
きちんと活動する必要があると思います。
【藤林】 養子縁組あっせん機関（児童相談所もそ

の一部になります）は、そのようなインスタント

なものではありません。当然そこには非常に慎重
な手続と、その家庭に託した後の長い支援の両方
が絶対必要です。

現在、養子縁組あっせん法ができまして、誰で
も仲介できるという時代から許可制度になってい
ます。質の低い団体は淘汰されていくべきですし、
今後どうなっていくのか注視する必要があると思
います。
【猪熊】 もう一つ質問をいただいています。里親

は子どもと親のマッチングが大切だけれど難しい
のではないかと思いますが、うまくいかなかった事
例、その場合の対処方法をどうしているか知りた
いというご質問です。また養子に養子縁組したこ
とをいつ伝えるべきかという質問も頂いています。
【藤林】 このお子さんと里親さんが一緒に生活し

て、ほんとうにうまくいくかどうかは、精神科医
である私でも予想が難しいときがあります。うま
くマッチングするには、専門性と経験を持つ里親
担当者がいて、その里親さんの強みと弱みがわかっ
ていること。一方でその子をよく知るケースワー
カーや心理司が、子どもの状態をアセスメント（評
価）する。そしてぴったりな里親さんを里親担当
者が顔合わせをする。これが理想的な姿です。往々
にして、施設でうまくいかなくなったお子さんを
登録したばかりのビギナーの里親さんにお願いす
るのは、いくら研修や支援があったとしても、非
常に難しいです。子どもに最も適切な養育環境を、
時間をかけて探していく必要があります。

難しいお子さんを引き受けられるスーパーマン
みたいな里親さんは、一朝一夕にできるわけでは
ありません。それは多くの方に里親登録いただい
て、短期間の里親養育経験を積み重ねていただく
なかで、少し難しい年齢の子もうまく養育してく
ださる方が出てきます。里親さんに過大な負担を
かけない形で、子ども中心のフォスターケアを作っ
ていくことが、遠回りであっても重要なことかな
と思います。

コミュニティ全体が子どもに寄り添う
【猪熊】 最後に皆さまから一言ずつお願いします。
【高橋】 養子であることをいつ伝えるか。これは

養子縁組団体の方に聞いたほうがいいと思います
が、私が知っている方は、「生まれてすぐ」とおっ
しゃっています。その後も何回か、そのときの年
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齢に応じてわかるように伝えていく。大きくなっ
てから急に聞いたほうがショックを受けてしまい
ますし、家庭の中にうそがない、隠し事がないと
いうのが大切だとおっしゃっています。
【中村】 私は施設を出て大学に行ったものの、自

立後はいろいろ大変で、精神的な面は当事者グルー
プＣＶＶが支えてくれたと感じています。ですか
ら、全ての子どもたちに寄り添ってくれる大人、
チャレンジできる環境を整えることがほんとうに
大切だと思います。施設や里親家庭に居るからか
わいそうだ、で終わるのではなく、全ての子ども
たちが等しくチャレンジでき、そしてチャンスが
ある社会になることを願っています。
【藤林】 いろんな問題、課題を抱えた家庭があり、

虐待やトラウマを抱えた子どもがいる。そういっ
た子どもや家庭、家族、保護者を誰が支援するの
かと考えると、児童相談所だけでは全然届かない
のです。市役所とか役場ではどうか、それでも届
かない。やはり日本の社会全体、コミュニティ全
体が、子どもたちや保護者の方々に寄り添い、里
親になる方、子ども食堂をする方、子育てサポー

トをする方など、ほんとうにきめ細やかな支援を
届ける人々を増やしていくことが重要かなと思っ
ています。
【奥山】 海外から帰国された方から「日本の社会

は子どもに優しくない」と言われます。電車の中
で子どもが泣いているとすごい顔で見られると。
親のせいにするのではなく、子どもに優しい社会
をつくり、その社会が子どもを育てるのだという
意識が、いまとても必要だと思います。そして、「子
どもの権利」を守る社会をつくるためには、体罰
の問題もあります。スポーツ界では体罰の問題が
取りざたされていますが、スカンジナビアの国々
では 1970 ～ 1980 年代から、体罰禁止の法律が
でき、それが虐待防止に役立ち、現在は 50 カ国
以上が法律をつくっています。日本のでもそうい
う社会をつくり、家庭の中でも体罰なくしていく
ことが重要だと思います。
【猪熊】 すばらしいお話をしていただいたパネリ

スト４人の皆さま、会場の皆さま、どうもありが
とうございました。
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『真に子どもを大事にする国を目指して』 
塩崎恭久（衆議院議員・前厚生労働大臣）
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『新しい社会的養育ビジョン』
奥山眞紀子（国立成育医療研究センターこころの診療部統括部長・日本虐待防止学会理事長）資 料
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『すべての子どもが愛されて育つために』 親子支援から里親、特別養子縁組など様々な家族のかたちを考える
藤林武史（精神科医師・福岡市こども総合相談センター所長）

資 料
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『Children's Views & Voices』 子どもの声と視点を大切に
中村みどり （CVV 副代表・NPO 法人キーアセットソーシャルワーカー）
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『すべての子どもが愛されて育つために』 実親支援から里親、特別養子縁組など様々な家族のかたちを考える
高橋恵里子（日本財団公益事業部国内事業開発チームリーダー）資 料
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